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盛岡赤十字病院地域医療連携室広報誌

＜基本理念＞ 
私たちは、人道・博愛の赤十字精神にもとづき、

みなさまの生命と健康を守るために、信頼される医療を実践します。 

特集 新しい血管撮影装置のご紹介
眼科白内障手術再開のお知らせ
糖尿病週末食事体験入院のご案内
脳卒中相談窓口の設置について
子どもを虐待から守る！ 養育支援チームの発足

写真︓院庭裏の赤トンボ

子どもを虐待から守る！養育支援チーム（CPT：Child Protection Team）の発足子どもを虐待から守る！養育支援チーム（CPT：Child Protection Team）の発足

　児童虐待は社会において深刻な問題となっており、残念なことに児童虐待の件数は毎年の
ように過去最多を更新しています。今年４月にはこども家庭庁の創設と同時に、こども基本
法が施行されました。その中でも児童虐待から子どもを守ることは重要な施策の一つとなっ
ています。医療機関は虐待の予防と早期発見の役割を求められることから、これまでの虐待
対応をより強化するために、当院では今年６月に養育支援チーム（CPT：Child Protec-
tion Team）を発足し、活動を開始しています。
　CPTのメンバーは小児科医師、産婦人科医師、看護師、社会福祉士で、児童相談所や市
町村との連絡調整を図ることにより、外来や入院中だけでなく、地域で子どもや家庭のサ
ポートを形成していきます。
　しかし一つの医療機関で問題を全て把握し、解決していくことは困難です。複数の医療機
関を受診している場合もあり、保育園・幼稚園、学校でもなにかサ
インを発しているかもしれません。地域の皆さんと虐待の予防と早
期発見のため、情報や支援方針を共有して子どもたちの安全や安心
を守る支援の輪を広げていくことが必要だと考えていますので、よ
り強い連携を図っていきたいと思います。

糖尿病週末食事体験入院のご案内糖尿病週末食事体験入院のご案内

　当院の糖尿病週末食事体験入院では、患者さんに合った糖尿病食の体験と、適切な食事管
理のもとでの血糖値の日内変動を確認できます。日内変動検査結果、指導内容（栄養・薬
剤）について、退院後１週間以内に紹介元の医療機関様にお送りします。詳しくは当院ホー
ムページをご覧ください。

入院の対象となる方

検査内容

指導内容

入院費用

オプション料金

・身長・体重・BMI（体重は毎日測定）
・日内変動
・腹部CTによる内臓脂肪測定（２泊３日コースのオプション）

・個別栄養指導、薬剤指導（２泊３日のみ）、運動療法、足の観察、低血糖について
　（DVD学習）、合併症について（希望者のみDVD学習）、シックディ・日常生活につ
　いて（希望者のみDVD学習）

・１泊２日コース：１割負担の方 8,730 円～、３割負担の方 23,310 円～
・２泊３日コース：１割負担の方 12,930 円～、３割負担の方 34,460 円～

・同伴者の食事提供　１食 600 円（税込）
・腹部CTによる内臓肥満測定 3,240 円（税込・２泊３日コースのみ）

・糖尿病の診断があり食事療法を体験したい方
・重篤な合併症のない方
・内服薬・インスリンの自己管理ができる方



　血管撮影装置の更新が行われ、PHILIPS社のAzurion7 B20/12を導入しましたので

紹介します。

　対角20インチと対角12インチのフラットパネルディテクタ（FPD）を搭載したバイ

プレーンシステムです。高性能なFPDは低線量で高画質を実現しており、末梢血管の描

出に優れ、造影剤や構造物の濃度を微細に検出することが可能です。手技のサポート機

能として、ロードマップ透視やリアルタイムステント強調表示，血管解析ツールなどを

備えています。3D撮影も可能であり、さまざまな計測・シミュレーション機能を搭載

し手技のサポートを行います。心臓領域を中心に頭部を含めた全身領域のインターベン

ションに対応可能な装置となっています。

　Ｘ線検出効率の高いFPDやグリッドスイッチ式パルス透視、被ばく低減用付加フィル

タなどにより被ばく線量が制御されています。さらにClarity IQというPHILIPS独自の

システムを搭載することで、より高いレベルの被ばく低減と高画質を実現しています。

　バイプレーンで一度に２方向から撮影することで造影剤使用量を減らすことが可能で

す。また、ワークフローの向上による手技時間の短縮も期待できます。検査室用大画面

モニタ（58インチ）への必要情報（PACS・ポリグラフ・IVUS等）の集約やタッチパ

ネルでの目視による正確な操作、オートポジション機能の使用などにより手技の効率

化、ワークフローの改善が可能です。

被ばく低減と合わせて、手技における患

者負担の軽減が期待できます。寝台には

低反発マットを装備しており、長時間寝

ていても疲れにくくなっています。

　新装置により、今まで以上に患者さ

んにやさしい医療の提供が可能となり

ました。

新しい血管撮影装置のご紹介新しい血管撮影装置のご紹介特集

新装置概要

被ばく低減

患者さんの負担軽減

脳卒中相談窓口の設置について脳卒中相談窓口の設置について

　2018年12月に「健康長寿の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本

法」が国会で成立し、2020年10月には「循環器病対策推進基本計画」が策定されました。脳卒中患者にワン

ストップで相談に乗るため、日本脳卒中学会では2022年に一次脳卒中センター（PSC）コア施設に「脳卒中

相談窓口」を設置し、今後PSC施設から回復期・維持期生活期へと拡充される予定となっています。

　こうした経緯があり当院でも今年７月に「脳卒中相談窓口」を設置しました。「脳卒中相談窓口」は脳卒中

専門医資格を持つ医師と日本脳卒中学会にて認定を受けた「脳卒中療養相談士」（看護師、社会福祉士各１

名）で構成されています。

　当院に脳卒中で入院歴がある方とその家族に対して、脳卒中に関するご相談を医師・看護師・社会福祉士・

薬剤師・栄養士・理学療法士等の専門職が解決策を一緒に考えていく支援を行っています。

眼科　白内障手術再開のお知らせ眼科　白内障手術再開のお知らせ
　この度、当院眼科の白内障手術を再開することとなりました。当院眼科を休診とした際、か
かりつけ患者様をお引き受けいただくなど、ご協力いただきありがとうございました。白内障
手術のご希望のある患者様につきましては、また当院へご紹介をいただけますと幸いです。

●ご紹介方法について：外来申込書と診療情報提供書を当院地域医療連携室へお送りください。
●予約受付について：ＦＡＸ 019－637－3313（専用）　受付時間  平日 8：30～16：50
　　　　　　　　　　電　話 019－637－3312（直通）　受付時間  平日 8：30～17：00

　・脳卒中の医療や介護について　・脳卒中の治療や予防、後遺症について　・経済的、社会的なお困りごと
　・患者・家族の生活上の注意点　・仕事と治療の両立について　・介護保険・福祉サービスについて
　・その他の脳卒中に関すること

　・総合患者支援センター（１F　内科外来向かい）・019-637-3111（内線338）

　・月～金（土・日・祝日除く）　9：00～16：00　面接日時は受付後に日程調整させていただきます。

※相談は無料です。守秘義務は遵守します。

　・当院に脳卒中で入院歴がある方とその家族

対象者

主な相談内容

受付部署/場所・連絡先

受付時間

手術開始時期：令和５年10月
手　術　日：毎週水曜日  ２泊３日の入院となります

※現行通り、日帰りの硝子体注射も行っております

※休日（土日祝日・創立記念日５月１日・年末年始12月29日～１月３日）を除く



　血管撮影装置の更新が行われ、PHILIPS社のAzurion7 B20/12を導入しましたので

紹介します。

　対角20インチと対角12インチのフラットパネルディテクタ（FPD）を搭載したバイ

プレーンシステムです。高性能なFPDは低線量で高画質を実現しており、末梢血管の描

出に優れ、造影剤や構造物の濃度を微細に検出することが可能です。手技のサポート機

能として、ロードマップ透視やリアルタイムステント強調表示，血管解析ツールなどを

備えています。3D撮影も可能であり、さまざまな計測・シミュレーション機能を搭載

し手技のサポートを行います。心臓領域を中心に頭部を含めた全身領域のインターベン

ションに対応可能な装置となっています。

　Ｘ線検出効率の高いFPDやグリッドスイッチ式パルス透視、被ばく低減用付加フィル

タなどにより被ばく線量が制御されています。さらにClarity IQというPHILIPS独自の

システムを搭載することで、より高いレベルの被ばく低減と高画質を実現しています。

　バイプレーンで一度に２方向から撮影することで造影剤使用量を減らすことが可能で

す。また、ワークフローの向上による手技時間の短縮も期待できます。検査室用大画面

モニタ（58インチ）への必要情報（PACS・ポリグラフ・IVUS等）の集約やタッチパ

ネルでの目視による正確な操作、オートポジション機能の使用などにより手技の効率

化、ワークフローの改善が可能です。

被ばく低減と合わせて、手技における患

者負担の軽減が期待できます。寝台には

低反発マットを装備しており、長時間寝

ていても疲れにくくなっています。

　新装置により、今まで以上に患者さ

んにやさしい医療の提供が可能となり

ました。

新しい血管撮影装置のご紹介新しい血管撮影装置のご紹介特集

新装置概要

被ばく低減

患者さんの負担軽減

脳卒中相談窓口の設置について脳卒中相談窓口の設置について

　2018年12月に「健康長寿の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本

法」が国会で成立し、2020年10月には「循環器病対策推進基本計画」が策定されました。脳卒中患者にワン

ストップで相談に乗るため、日本脳卒中学会では2022年に一次脳卒中センター（PSC）コア施設に「脳卒中

相談窓口」を設置し、今後PSC施設から回復期・維持期生活期へと拡充される予定となっています。

　こうした経緯があり当院でも今年７月に「脳卒中相談窓口」を設置しました。「脳卒中相談窓口」は脳卒中

専門医資格を持つ医師と日本脳卒中学会にて認定を受けた「脳卒中療養相談士」（看護師、社会福祉士各１

名）で構成されています。

　当院に脳卒中で入院歴がある方とその家族に対して、脳卒中に関するご相談を医師・看護師・社会福祉士・

薬剤師・栄養士・理学療法士等の専門職が解決策を一緒に考えていく支援を行っています。

眼科　白内障手術再開のお知らせ眼科　白内障手術再開のお知らせ
　この度、当院眼科の白内障手術を再開することとなりました。当院眼科を休診とした際、か
かりつけ患者様をお引き受けいただくなど、ご協力いただきありがとうございました。白内障
手術のご希望のある患者様につきましては、また当院へご紹介をいただけますと幸いです。

●ご紹介方法について：外来申込書と診療情報提供書を当院地域医療連携室へお送りください。
●予約受付について：ＦＡＸ 019－637－3313（専用）　受付時間  平日 8：30～16：50
　　　　　　　　　　電　話 019－637－3312（直通）　受付時間  平日 8：30～17：00

　・脳卒中の医療や介護について　・脳卒中の治療や予防、後遺症について　・経済的、社会的なお困りごと
　・患者・家族の生活上の注意点　・仕事と治療の両立について　・介護保険・福祉サービスについて
　・その他の脳卒中に関すること

　・総合患者支援センター（１F　内科外来向かい）・019-637-3111（内線338）

　・月～金（土・日・祝日除く）　9：00～16：00　面接日時は受付後に日程調整させていただきます。

※相談は無料です。守秘義務は遵守します。

　・当院に脳卒中で入院歴がある方とその家族

対象者

主な相談内容

受付部署/場所・連絡先

受付時間

手術開始時期：令和５年10月
手　術　日：毎週水曜日  ２泊３日の入院となります

※現行通り、日帰りの硝子体注射も行っております

※休日（土日祝日・創立記念日５月１日・年末年始12月29日～１月３日）を除く
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盛岡赤十字病院地域医療連携室広報誌

＜基本理念＞ 
私たちは、人道・博愛の赤十字精神にもとづき、

みなさまの生命と健康を守るために、信頼される医療を実践します。 

特集 新しい血管撮影装置のご紹介
眼科白内障手術再開のお知らせ
糖尿病週末食事体験入院のご案内
脳卒中相談窓口の設置について
子どもを虐待から守る！ 養育支援チームの発足

写真︓院庭裏の赤トンボ

子どもを虐待から守る！養育支援チーム（CPT：Child Protection Team）の発足子どもを虐待から守る！養育支援チーム（CPT：Child Protection Team）の発足

　児童虐待は社会において深刻な問題となっており、残念なことに児童虐待の件数は毎年の
ように過去最多を更新しています。今年４月にはこども家庭庁の創設と同時に、こども基本
法が施行されました。その中でも児童虐待から子どもを守ることは重要な施策の一つとなっ
ています。医療機関は虐待の予防と早期発見の役割を求められることから、これまでの虐待
対応をより強化するために、当院では今年６月に養育支援チーム（CPT：Child Protec-
tion Team）を発足し、活動を開始しています。
　CPTのメンバーは小児科医師、産婦人科医師、看護師、社会福祉士で、児童相談所や市
町村との連絡調整を図ることにより、外来や入院中だけでなく、地域で子どもや家庭のサ
ポートを形成していきます。
　しかし一つの医療機関で問題を全て把握し、解決していくことは困難です。複数の医療機
関を受診している場合もあり、保育園・幼稚園、学校でもなにかサ
インを発しているかもしれません。地域の皆さんと虐待の予防と早
期発見のため、情報や支援方針を共有して子どもたちの安全や安心
を守る支援の輪を広げていくことが必要だと考えていますので、よ
り強い連携を図っていきたいと思います。

糖尿病週末食事体験入院のご案内糖尿病週末食事体験入院のご案内

　当院の糖尿病週末食事体験入院では、患者さんに合った糖尿病食の体験と、適切な食事管
理のもとでの血糖値の日内変動を確認できます。日内変動検査結果、指導内容（栄養・薬
剤）について、退院後１週間以内に紹介元の医療機関様にお送りします。詳しくは当院ホー
ムページをご覧ください。

入院の対象となる方

検査内容

指導内容

入院費用

オプション料金

・身長・体重・BMI（体重は毎日測定）
・日内変動
・腹部CTによる内臓脂肪測定（２泊３日コースのオプション）

・個別栄養指導、薬剤指導（２泊３日のみ）、運動療法、足の観察、低血糖について
　（DVD学習）、合併症について（希望者のみDVD学習）、シックディ・日常生活につ
　いて（希望者のみDVD学習）

・１泊２日コース：１割負担の方 8,730 円～、３割負担の方 23,310 円～
・２泊３日コース：１割負担の方 12,930 円～、３割負担の方 34,460 円～

・同伴者の食事提供　１食 600 円（税込）
・腹部CTによる内臓肥満測定 3,240 円（税込・２泊３日コースのみ）

・糖尿病の診断があり食事療法を体験したい方
・重篤な合併症のない方
・内服薬・インスリンの自己管理ができる方


